評価の観点と評価規準　2年下
	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	9

か

け

算

(1)
	①かけ算の　しき
	Ａ
	均等と不均等の違いに気づき，「同じ数のいくつ分」の具体例を生活からいろいろ見つけ，かけ算を用いようとしている。
	同じ数に着目し，そのいくつ分と考えたり，その何倍とみたりすることができる。
	かけ算が用いられる場面をかけ算の式で的確に表すことができる。
	かけ算が用いられる場面を知り，「いくつ分」「何倍」の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	均等と不均等の違いに気づき，「同じ数のいくつ分」の具体例を生活から見つけ，かけ算を用いようとしている。
	ブロックを使って，「同じ数のいくつ分」「1つ分の大きさの　何倍」と考えることができる。
	かけ算が用いられる場面をかけ算の式で表すことができる。
	かけ算が用いられる場面を知り，「いくつ分」「何倍」の意味を理解している。

	
	②かけ算の　九九
	Ａ
	5,2,3,4の段の九九づくりに関心を持ち，進んで性質やきまりを使って九九をつくり，覚えようとしている。
	答えがいくつずつ増えるかに着目し，乗法のきまりや性質を使って九九の構成の仕方を考えることができる。
	5,2,3,4の段の九九をすらすら唱え，それを活用してかけ算の適用問題を解決することができる。
	乗数が1増えると積は被除数だけ増えるという性質を理解し，これを活用した九九の構成の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	5,2,3,4の段の九九づくりに関心を持ち，九九をつくって覚えようとしている。
	答えがいくつずつ増えるかに着目し，このきまりをつかって九九の構成の仕方を考えることができる。
	5,2,3,4の段の九九を唱え，それを活用してかけ算の適用問題を解決できる。
	乗数が1増えると積は被除数だけ増えるという性質を理解し，これを活用した九九の構成の仕方を理解している。
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か

け

算

(2)
	①九九づくり
	Ａ
	6,7,8,9,1の段の九九づくりに関心を持ち，自分で性質やきまりを使って九九をつくり，覚えようとしている。
	乗法のきまりや性質を使って6,7，8,9の段の九九の構成の仕方を考え，説明することができる。
	6,7,8,9，1の段の九九をすらすら唱え，それを活用してかけ算の適用問題を解決することができる。
	アレイ図を使った九九の構成の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	アレイ図を使った6,7,8,9,1の段の九九づくりに関心をもち，九九をつくって覚えようとしている。
	乗法のきまりや性質を使って6,7,8,9,1の段の九九の構成の仕方を考えることができる。
	6,7,8,9，1の段の九九を唱え，活用してかけ算の問題を解決することができる。
	アレイ図を使った九九の構成の仕方を理解している。

	
	②かけ算を　つかった　もんだい
	Ａ
	生活場面でのかけ算を使った問題に関心をもち，進んで解決しようとしている。
	3つ数量の関係を的確にとらえ，乗法と加法・減法を組み合わせた計算を筋道立てて考えることができる。
	乗法と加法・減法を組み合わせた問題を式に表し，速く，確実に解決できる。
	乗法と加法・減法を組み合わせた問題であることを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	かけ算を使った問題を解決しようとしている。
	問題場面をとらえ，乗法と加法・減法を組み合わせた計算を筋道立てて考えることができる。
	乗法と加法・減法を組み合わせた問題を式に表し，確実に解くことができる。
	乗法と加法・減法を組み合わせた問題であることを理解している。

	
	③さがしてみよう
	Ａ
	生活場面を想起して，進んでいろいろにかけ算で求められるものを見つけようとしている。
	身の回りから，いろいろな「同じ数のいくつ分」や「同じ数の何倍」に着目することができる。
	身の回りの生活において乗法を用いる場面を的確に式にすことができる。
	身の回りからかけ算で求められるいろいろな場面を理解している。

	
	
	Ｂ
	生活場面を想起して，いろいろかけ算で求められるものを見つけようとしている。
	身の回りから，「同じ数のいくつ分」や「同じ数の何倍」に着目することができる。
	身の回りの生活において乗法を用いる場面を式に表すことができる。
	身の回りからかけ算で求められる場面を理解している。

	●

よみとる算数(2)
	
	Ａ
	日記に見られる数量に関心を持ち，必要な情報を取り出して算数の問題に進んで取り組もうとしている。
	問題の解決に必要な数量の情報を自分で収集・選択して問題解決の仕方を考えることができる。
	文章から必要な数量を的確に見出し，問題を解決することができる。 
	必要な条件を文中より的確によみとり，問題を解決する仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	日記を読んで必要な情報を取り出し，算数の問題に取り組もうとしている。
	問題の解決に必要な数量の情報を取り出して，考えることができる。
	文章から必要な数量を見出し，問題を解決することができる。
	必要な条件を文中よりよみとり，問題を解決する仕方を理解している。
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三

角

形

と

四

角

形
	①三角形と　四角形
	Ａ
	身のまわりから三角形，四角形をとらえ，いろいろな三角形，四角形をみつけようとしている。
	直線の数，頂点の数，かどの形に直目して，三角形や四角形の特徴を考え，説明することができる。
	直線で囲む，点を直線でつなぐ，紙を切って三角形や四角形を的確につくることができる。
	三角形，四角形の意味を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりから三角形や四角形を見つけようとしている。
	直線の数，頂点の数，かどの形に直目して，三角形や四角形の特徴を考えることができる。
	直線で囲む，点を直線でつなぐ，紙を切って三角形や四角形をつくることができる。
	三角形，四角形の意味を理解している。

	
	②長方形と　正方形
	Ａ
	長方形，正方形，直角三角形に関心をもち，いろいろな模様を作ったり，もようからいろいろな形をみつけたりしようとしている。
	直角や辺の相等に着目して，正方形や長方形と直角三角形の意味や性質を見いだすことができる。
	方眼紙を使っていろいろな正方形，長方形，直角三角形をつくることができる。
	直角，正方形，長方形，直角三角形の意味や性質を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	長方形，正方形，直角三角形に関心をもち，いろいろな模様を作ろうとしている。
	直角や辺の相等に着目して，正方形や長方形と直角三角形の意味や性質を考えることができる。
	方眼紙を使って正方形，長方形，直角三角形をつくることができる。
	直角，長方形，正方形，直角三角形の意味や性質を理解している。
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九九

の

き

ま

り
	①九九の　ひょうと　きまり
	Ａ
	九九表のおもしろさに気づき，九九表のきまりや乗法に関する性質を進んで見つけようとしている。
	九九表をもとに，乗数と積の関係や交換法則などのきまりを見付け，上手に説明することができる。
	九九表を使って，乗数と積のきまりや交換法則などのきまりを素早く見つけることができる。
	乗数が1増えると積は被乗数だけ増えることや交換法則など，乗法に関する性質を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	九九表のおもしろさに気づき，九九表から進んできまりを見つけようとしている。
	九九表をもとに，乗数と積の関係や交換法則などのきまりを見付け，説明することができる。
	九九表を使って，乗数と積のきまりや交換法則などのきまりを見つけることができる。
	乗数が1増えると積は被乗数だけ増えることや交換法則など，乗法に関する性質を理解している。

	
	②九九を　広げて
	Ａ
	九九を広げて，簡単な場合の未習のかけ算の答えを進んで求めようとしている。
	かける数やかけられる数が１０より大きいかけ算の仕方を，既習のかけ算の性質をもとに工夫し考えることができる。
	簡単な2位数を用いたかけ算の立式ができ，既習のかけ算のきまりを使って計算できる。
	既習のかけ算のきまりの活用の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	九九を広げて，未習のかけ算の答えを求めようとしている。
	かける数やかけられる数が１０より大きいかけ算の仕方を，考えることができる。
	簡単な2位数を用いたかけ算を，既習のかけ算のきまりを使って計算できる。
	既習のかけ算のきまりの活用の仕方を理解している。
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1

0

0

㎝

を

こ

え

る

長

さ
	
	Ａ
	常に１ｍの量感を基にものの長さを予想してから，実際に測定しようとしている。
	長さの普遍単位ｍの必要性に気づき，１ｍのいくつ分かを考えることができる。
	１ｍの長さをいろいろつくったり，適切に予想してから１ｍものさしを使って測定したりすることができる。
	長さの普遍単位ｍと既習内容の㎜，㎝との関係や測定の意味を実感的に理解している。

	
	
	Ｂ
	１ｍの量感を基にものの長さを予想してから，実際に測定しようとしている。
	長さの普遍単位ｍの必要性に気づき，１ｍのいくつ分かを考えることができる。
	１ｍの長さをつくったり，予想してから１ｍものさしを使って測定したりすることができる。
	長さの普遍単位ｍと測定の意味を理解している。

	◎
ち

が

い

を

み

て
	
	Ａ
	日常の問題を解決するのに，進んで図を使って数量のちがいに着目し，加法や減法を用いて解決しようとしている。
	自分で2本のテープ図をかいて数量の違いに着目して考えることができる。
	求大，求小の逆思考の場面で，違いに着目して適切に演算を決定し，問題を解決することができる。
	求大，求小の逆思考の場面をテープ図にかいて確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	日常の問題を解決するのに，図を使って違いに着目し，加法や減法を用いようとしている。
	2本テープ図を見て数量の違いに着目して考えることができる。
	求大，求小の逆思考の場面で，適切に演算を決定し，問題を解決することができる。
	求大，求小の逆思考の場面をテープ図を見て理解している。

	●

どんな計算になるのかな(2)
	
	Ａ
	日常生活の場面に見られる何算になるかを判断する問題に，進んで取り組もうとしている。
	問題を読み，数量関係が「何の幾つ分」「「何の何倍」になっているかを筋道を立てて考え，表現ることができる。
	かけ算になる問題について演算決定ができ，式に表し，問題を解決することができる。
	いくつ分や「何倍の大きさを求めるかけ算の問題場面を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	日常生活の場面に見られる何算になるかを判断する問題に，取り組もうとしている。
	問題をよみ，数量関係が「何の幾つ分」「「何の何倍」になっているかを考え，表現することができる。
	かけ算になる問題について演算決定して式に表し，問題を解決することができる。
	いくつ分や何倍の大きさを求めるかけ算の問題場面を理解している。
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1

0

0

0

0

ま

で

の

数
	
	Ａ
	10000までの数について，自分で十進位取り記数法を基に表し方やしくみを進んで調べようとしている。
	自分で十進位取り記数法に基づいて考えたり，十や百を単位にして相対的に数をとらえたりすることができる。
	10000までの数を確実に数直線上に表したり，数の大小を＜，＞を使って表したりすることができる。
	10000までの数の十進位取り記数法に基づく表し方，大小，順序を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	10000までの数について，十進位取り記数法を基に表し方やしくみを調べようとしている。
	十進位取り記数法に基づいて考えたり，十や百を単位にして相対的に数をとらえたりすることができる。
	10000までの数を数直線上に表したり，数の大小を＜，＞を使って表したりすることができる。
	10000までの数について表し方，大小，順序を理解している。
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はこの形
	①はこの　形
	Ａ
	進んで箱の形を観察・分解して，面の形，辺や頂点の個数など箱の形を調べようとしている。
	箱の形の頂点，辺，面などの構成要素に着目し，個数や箱の面の特徴を見つけることができる。
	頂点，辺，面などの構成要素を速く，正しく調べることができる。
	箱の形の頂点，辺，面などの構成要素の個数や面の特徴を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	箱の形を観察・分解して，面の形，辺や頂点の個数など箱の形を調べようとしている。
	箱の形の頂点，辺，面の構成要素に着目し，個数や箱の面の特徴に気付くことができる。
	箱の形を観察・分解して，頂点，辺，面の構成要素などを調べることができる。
	箱の形の頂点，辺，面などの構成要素の個数や同じ面の個数を理解している。

	
	②はこづくり
	Ａ
	箱づくりに関心をもち，進んで工作用紙やひごを使って箱の形をつくろうとしている。
	箱の形の面や辺のつながりを考えることができる。
	面と面，辺と辺をじょうずにつないで箱の形をつくることができる。
	箱の形の構成要素である面，辺のつながりを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	工作用紙やひごを使って箱の形をつくろうとしている。
	工作用紙の面やひごを使って，試行錯誤しながら面や辺のつながりを考えることができる。
	面と面，辺と辺をつないで箱の形をつくることができる。
	箱の形の構成要素である面，辺のつながりを理解している。

	◎
何番

目
	
	Ａ
	身のまわりにあるものの順序を見付けて，進んで数を使って表そうとしている。
	図にかいて，基準を基にしてものの順序を筋道立てて考えることができる。
	図にかいて，前後，左右などの用語を用いて，ものの順序を適切に表すことができる。
	集合数と順序数の違いと図を使った順序の調べ方や前後，左右など基準の大切さを十分に理解している。　　　　　　　　

	
	
	Ｂ
	身の回りにある具体的なものの順序を，数を使って表そうとしている。
	図みて，基準を基にしてものの順序を考えることができる。
	図を使って，前後，左右などの用語を用いて，ものの順序を表すことができる。
	集合数と順序数の違いと図を使った順序の調べ方を理解している。
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分数
	
	Ａ
	具体物の半分，半分の半分などに関心をもち，進んで数を用いて表そうとしている。
	操作を通して，半分を2等分した大きさ，半分の半分を4つに等分した大きさと発展的に考えることができる。
	具体物を用いて，素早く正確に1／2，1／4の大きさをつくり，数で表すことができる。
	具体的な操作を通して，「半分」「半分の半分」とつないで1／2や1／4の意味を実感的に理解している。

	
	
	Ｂ
	具体物の半分に関心をもち，数を用いて表そうとしている。
	操作を通して，半分を2等分した大きさというように考えることができる。
	具体物を用いて1／2，
1／4の大きさをつくり，数で表すことができる。
	具体的な操作を通して，
1／2や1／4の意味を理解している。

	★
算数の

まど
	9　かけ算(1)

ステップ
	Ａ
	「九九の花ばたけ」に進んで取り組み，さらに，周りの数の並びを変えて

やってみようとしている。
	かける数とかけられる数を見て，どの積が一番大きくなるかなどを論理的に考えながら，かけ算ができる。
	5,2,3,4の段の九九を任意の順序すらすらと唱えて計算できる。
	5,2,3,4の段の九九を確実に覚えている。

	
	
	Ｂ
	「九九の花ばたけ」に関心を持ち，5,2,3,4の段の九九を進んで覚えようとしている。
	周りの数の１から順々に考えて計算すれば簡単と考えることができる。
	5,2,3,4の段の九九を唱えながら計算できる。
	5,2,3,4の段の九九を覚えている。

	
	9　かけ算(1)

ジャンプ
	Ａ
	5,2,3,4の段の九九を使って色ぬりに進んで取り組もうとしているだけでなく，自分でも問題を進んで作ろうとしている。
	かける数とかけられる数に着目して，積が20より大きくなるかを筋道立てて考え，説明することができる。
	5,2,3,4の段の九九を適切に用いて九九の色塗りができる。
	5,2,3,4の段の九九を確実に覚えている。

	
	
	Ｂ
	5,2,3,4の段の九九を使って色ぬりに進んで取り組もうとしている。
	かける数とかけられる数に着目して，積が20より大きくなるかを筋道立てて考えられる。
	5,2,3,4の段の九九を用いて九九の色塗りができる。
	5,2,3,4の段の九九を覚えている。

	★

算数の

まど
	10　かけ算(2)

ステップ
	Ａ
	「九九のすごろく」に関心を持ち，進んで九九を用いようとし，自分ですごろくを作ろうとしている。
	九九の計算において，どの目がでれば進めるのかを適切に判断できる。
	九九の計算が速く，確実にできる。
	九九を確実に覚えている。

	
	
	Ｂ
	「九九のすごろく」に関心を持ち，進んで九九を用いようとしている。
	九九の計算において，答えと照らし合わせ，でた目に対して進めるのかどうかを判断できる。
	九九の計算が確実にできる。
	九九を覚えている。

	
	10　かけ算(2)

ジャンプ
	Ａ
	「九九さがし」に関心をもち，進んで取り組み，他にもやってみようとしている。
	かけ算の式のアレイ図を使った多様な表し方を工夫して考えることができる。
	かけ算の式をアレイ図を使って多様に表すことができる。
	式と図を結びつけてかけ算の意味を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	「九九さがし」に関心をもち，かけ算の式になる図をいろいろ見つけようとしている。
	かけ算の式のアレイ図を使った表し方をいろいろ考えることができる。
	かけ算の式をアレイ図を使って表すことができる。
	式と図を結びつけて，かけ算の意味を理解している。

	
	11　三角形と　四角形

ステップ
	Ａ
	「色塗り」に関心をもち，どんな絵になるか進んで取り組み，似たような問題をつくってみようとしている。
	正方形，長方形，直角三角形の意味を基に弁別する方法を考えることができる。
	正方形，長方形，直角三角形を素早く弁別し，色分けしてぬることができる。
	正方形，長方形，直角三角形の意味を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	「色塗り」に関心をもち，どんな絵になるか進んで取り組もうとしている。
	正方形，長方形，直角三角形を弁別する方法を考えることができる。
	正方形，長方形，直角三角形を弁別し，色分けしてぬることができる。
	正方形，長方形，直角三角形の意味を理解している。

	
	11　三角形と　四角形

ジャンプ
	Ａ
	「形めいろ」に関心をもち，進んで取り組み，他にも新しいルールを作って「形めいろ」を楽しもうとしている。
	三角形，四角形の意味を基に弁別し，そのわけを説明することができる。
	三角形，四角形の弁別を素早く行うことができる。
	三角形，四角形の意味を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	「形めいろ」に関心をもち，進んで取り組もうとしている。
	三角形，四角形に弁別し，そのわけを説明することができる。

	三角形や四角形の弁別を行なうことができる。
	三角形，四角形の意味を理解している。

	
	12　九九の　きまり

ステップ
	Ａ
	九九の色塗りの問題に関心を示し，答えが同じになるかけ算を進んで見つけようとしている。
	答えが同じになるいろいろなかけ算の式を見つけ，１つの数を他の数の積と多面的にとらえることができる。
	答えが同じになるいろいろなかけ算の式を素早く見つけることができる。
	1つの数を他の数の積とみるなど，数の乗法的な構成を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	九九の色塗りの問題に関心を示し，答えが同じになるかけ算を見つけようとしている。
	答えが同じになるかけ算の式を見つけ，1つの数他の数の積とみることができる。


	答えが同じになるいろいろなかけ算の式を見つけることができる。
	1つの数を他の数の積とみるなど，数の乗法的な構成を理解している。

	★

算数の

まど
	12　九九の　きまり

ジャンプ
	Ａ
	九九表に関心をもち，九九の範囲を超えたかけ算の答えを進んで見つけようとしている。
	既習のかけ算の構成の仕方やかけ算の性質を用いて，九九の範囲を超えるかけ算の求め方を見いだすことができる。


	九九の範囲を超える表を速く，確実に完成できる。
	既習のかけ算の構成の仕方や性質の活用の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	九九表に関心をもち，九九の範囲を超えたかけ算の答えを見つけようとしている。
	既習のかけ算の構成の仕方やかけ算の性質を用いて，九九の範囲を超えるかけ算の求め方を考えることができる。


	九九の範囲を超える表を確実に完成できる。
	既習のかけ算の構成の仕方や性質の活用の仕方を理解している。

	
	13　100㎝を　こえる　長さ

ステップ
	Ａ
	１ｍを越える長さのいろいろな説明に関心をもち，進んで正しいかどうかを調べようとしている。
	長さ計算を根拠に，正しいかどうかを判断し，そのわけを説明することができる。
	確実に長さの計算をして，適切に正しいかどうかを判断処理することができる。
	長さの計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	１ｍを越える長さについての説明に関心をもち，正しいかどうかを調べようとしている。
	物差しを使って長さの計算をして，それを根拠にして正しいかどうかを判断し，説明することができる。
	長さの計算をして，正しいかどうかを判断処理しすることができる。
	長さの計算の仕方を理解している。

	
	13　100㎝を　こえる　長さ

ジャンプ
	Ａ
	身のまわりから５ｍ未満のものの長さについて，長さの見当を付けて，いろいろな長さを５ｍものさしで測定しようとしている。
	１ｍの量感を基に，何mぐらいかを適切に見当付けることができる。
	手作りの5ｍものさしを使って，身のまわりのいろいろな長さを確実に測定することができる。
	見当をつけてから測定する方法を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりから５ｍ未満のものの長さについて，長さの見当を付けて，５ｍものさしで測定しようとしている。


	１ｍの量感を基に，何mぐらいかを見当付けることができる。
	手作りの5ｍものさしを使って，身のまわりのいろいろな長さを測定することができる。
	見当付けてから測定する方法を理解している。

	
	14　10000までの　数

ステップ
	Ａ
	進んで点取りルーレットに取り組み，数を1000,100,10,1のまとまりで数をとらえ，点数を表そうとしている。
	得点を1000,100,10,1の幾つ分と数構成的に考えたり，十進位取り記数法の仕組みを基に数の大小を判断し，説明することができる。
	頭の位の数に着目して，確実に数の大小比較ができる。
	十進位取り記数法のしくみを活用する数の大小比較の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	点取りルーレットに関心をもち1000,100,10,1のまとまりで数をとらえ，点数を表そうとしている。
	得点を1000,100,10,1の幾つ分と数構成的に考えたり，十進位取り記数法の仕組みを基に数の大小を判断したりできる。


	頭の位の数に着目して，数の大小比較ができる。
	十進位取り記数法のしくみを活用する数の大小比較の仕方を理解している。

	★

算数の

まど
	14　10000までの　数

ジャンプ
	Ａ
	カードならべに進んで取り組み，他にもこのようなカード並べの問題をつくろうとする。
	十進位取り記数法の仕組みを基に，条件に合った数を考えることができる。
	頭の位から，大きい数や小さい数など与えられた数字カードをもちいて手際よく4けたの数をつくることができる。
	十進位取り記数法の仕組みを利用した数の表し方について十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	カードならべに関心をもち，位取り板と数字カードを用いて，数を作る問題に取り組もうとしている。
	十進位取り記数法の仕組みを基に，頭の位の数から順に並べることを考えることができる。
	位取り板を用いて，大きい数や小さい数など与えられた数をつくることができる。
	十進位取り記数法の仕組みを利用した数の表し方について理解している。

	
	15　はこの　形

ステップ
	Ａ
	箱作りに関心を示し，箱の構成に必要な面をかき出す活動に進んで取り組もうとしている。
	箱の形の構成要素である面に着目して，たりない面を考えることができる。
	箱の形を見て，たりない面の形をすらすらとかくことができる。
	箱の形の構成要素である同じ形の面やその個数を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	箱の構成に必要な面をかき出す活動に取り組もうとしている。
	箱の形の構成要素である面について，同じ形の面とその個数を考えることができる。
	箱の形を見て，たらない面をかくことができる。
	箱の形の構成要素である同じ形の面やその個数を理解している。

	
	15　はこの　形

ジャンプ
	Ａ
	同じ目のあるさいころづくりに関心をもち，他にもいろいろつくってみようとしている。
	さいころの表と裏の目をたすと7になることを見いだし，これを活用して考えることができる。
	さいころの目の数の関係に着目して，素早くさいころを作ることができる。
	さいころの目の数の関係を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	同じ目のあるさいころづくりに取り組もうとしている。
	さいころの表と裏の目をたすと7になることに着目し，これを活用して考えることができる。
	さいころの目の数の関係に着目して，さいころを作ることができる。
	さいころの目の数の関係を理解している。
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